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報道発表資料 
2026 年 6 月 25 日 

アステリア株式会社 

AI & ロボティクス領域に特化した投資ファンドを組成 
ペガサス・テック・ベンチャーズ(⽶)と共同で 1,000 万⽶ドル規模 
アステリア株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：平野洋一郎、証券コード：

3853、以下 アステリア）は、フィジカル AI およびロボティクス領域の投資を加速するために

Pegasus Tech Ventures, Inc. （本社：米国カリフォルニア州サンノゼ、代表：アニス・ウッザマ

ン、以下ペガサス）と共同で 1,000 万米ドル（約 16 億円）規模の投資ファンドを組成することを

発表します。 

■AI とロボティクスに特化する背景と目的 

アステリアは、2026 年 4 月にフィジカル AI 事
業部、ロボティクス事業部を創設するなど、AI・
フィジカル AI・ロボティクス領域における事業強

化や先端企業への投資活動を始めています。これ

は、AI 時代の競争力優位を担う「Asset-Hook」※１

戦略に基づいたもので、社内の研究開発、M&A、

投資活動に一貫して適用している方針です。 

本投資ファンドでは、国内外の幅広い AI・フィジカル AI・ロボティクス領域をリードする未公

開企業への投資活動を通じて、戦略的事業提携やシナジー創出を狙っています。なお、本投資フ

ァンドの運営パートナー（GP）として、27 社の IPO を含む 88 社のエグジット実績を持つペガサ

スを迎えます。 

＜組成する投資ファンドの概要＞ 
投資対象領域 AI、フィジカル AI、ロボティクス等 
ファンド総額 500 万米ドル（当初）〜1,000 万米ドル（最大） 
General Partner PEGASUS TECH VENTURES MANAGEMENT XXXI, LLC 

（米国カリフォルニア州） 
Limited Partner Asteria AI & Robotics Inc.（米国テキサス州）※２ 
運用期間 10 年間（2026 年 6 月〜2036 年 5 月）予定 
会計処理 FVOCI (IFRS における損益認識形態の１つで、営業損益を経由せず

「包括利益」を通じて公正価値で測定する方法) 
 

 
ペガサス・テック・ベンチャーズ 創業者兼 CEO アニス・ウッザマン コメント 
「アステリアとの新たな CVC を組成することができ、⼤変嬉しく思いま
す。AI やデータ活⽤を中⼼に企業のデジタル変⾰が加速する中、世界中
では⾰新的な技術を持つスタートアップが次々と誕⽣しています。ペガサ
スのグローバルネットワークを活⽤し、アステリアが世界最先端の技術や
起業家とつながることで、新たな事業機会や価値創造を実現できるよう⽀
援してまいります。」 

 

 

アステリア株式会社 代表取締役社⻑ CEO 平野洋⼀郎 コメント 
「このたび、ペガサス・テック・ベンチャーズとともに AI と Robotics 向
けのファンドを設⽴できることを⼤変嬉しく感じています。このファンド
組成は『ソフトウェアで世界をつなぐ』という当社のミッションをリアル
ワールドに広げる重要な⼀⼿です。本ファンドを通じて、次世代技術への
アクセスを強化するとともに、新たな事業機会の創出にも積極的に取り組
んでまいります。」 
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※1：AI 時代の競争優位点としてアステリアが提案する戦略 
    https://jp.asteria.com/news/2026052142873/ （2026 年 5 月 21 日開示） 

※2：Asteria Vision Fund Inc.は 2026 年 6 月に Asteria AI & Robotics Inc.へ社名変更しました。 

-------------------------------------------------------------------------------------------- 

■「アステリア株式会社」について（Web サイト https://jp.asteria.com/ ） 
 アステリアは社会や企業を「つなぐ」エキスパートとして「ソフトウェアで世界をつなぐ」を

コンセプトに、ヒト、モノ、オモイを「つなぐ」製品やサービスを提供するソフトウェア開発企

業です。基幹製品の ASTERIA Warp は、様々なシステムやクラウドのデータをノーコードで連

携できる製品として、1 万社を超える企業に導入されています。その他、デジタル収納アプリ

Handbook X は、資料や動画、Web サイトなどあらゆる情報をアプリにまとめて管理できるクラ

ウドサービス。モバイルアプリ作成ツール Platio は誰でも簡単に自社の業務に合ったモバイルア

プリをノーコードで作成・活用できるクラウドサービス。AI/IoT プラットフォーム Gravio は、カ

メラ・センサーなどから得られる現場の AI/IoTデータを様々なシステムへ連携し、業務の自動化

などをノーコードで実現するエッジコンピューティング・プラットフォーム。これらの製品提供

を通じて、DX や業務の効率化を推進しています。2019 年には AI専業子会社の Asteria ART 社

（代表：園田智也）を設立し、AI の活用研究に注力。また、（一社）ブロックチェーン推進協

会、ノーコード推進協会などの設立に参画するなど、様々なイノベーションを推進し新しいテク

ノロジーや価値観を普及啓発する活動にも取り組んでいます。 
 

■「Pegasus Tech Ventures, Inc.」について（Web サイト 
https://ja.pegasustechventures.com/ ） 

ペガサス・テック・ベンチャーズは、米国シリコンバレーに本社を構え、世界 40 社以上の大手

企業から LP 出資を受けるグローバルベンチャーキャピタルです。CVC（コーポレート・ベンチ

ャー・キャピタル）代行運用の最大手として、大企業のイノベーション支援を主要業務とし、グ

ローバル規模での成長を後押ししています。これまでに、SpaceX、OpenAI、Anthropic、xAI、
Twitter（現 X）、Airbnb、SoFi、Coinbase など世界を代表する企業に加え、日本では、マネー

フォワード、メタップス、エアトリ、モンスターラボ、AI CROSS といった既に上場した企業の

ほか、Mujin、SkyDrive、 テラモーターズ、ユニファ、FiNC Technologies 等への投資を行っ

ており、多くの有望スタートアップへの投資実績を積み重ねてきました。これまでに世界 300 社

以上のベンチャー企業に投資し、運用総資産額は約 3,000 億円に達しています。 
*上記の投資先企業は、必ずしもペガサスの全投資先企業を代表するものではありません。  
-------------------------------------------------------------------------------------------- 
【プレスリリースに関するお問い合わせ先（報道機関窓口）】 

アステリア株式会社 広報・IR 部：長沼史宏・齋藤ひとみ 
TEL:03-5718-1297 ／ 携帯電話：080-7709-5212（齋藤）／ E-mail: press@asteria.com 

 
アステリア、ASTERIA はアステリア株式会社の登録商標です。 

本文中の社名等は、各社の商標または登録商標です。 
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